


申込締切

7月 24 日 ( 火 ) 13:30-17:30 （開場 13:00)2018 年
文化遺産国際協力コンソーシアム
第 23 回研究会 ( ワークショップ )

　破壊や消滅などの危機にさらされる海外の文化遺産を守るため、日本や他の国々は、調査・研究や保存・修復、
人材育成などの支援・協力を行ってきました。しかし、こうした文化遺産分野での国際協力についてはあまり知ら
れていないのが現状です。
　文化遺産国際協力コンソーシアムでは、平成 18 年の設立以来、協力を行う相手国の文化遺産保護の状況や国際
協力のニーズを調査（協力相手国調査）するとともに、支援側の国が海外でどのような協力事業を展開しているのか、
あるいは事業実施のための法的根拠や国内体制等はどうなっているのかを調査（国際協力体制調査）しています。
過去３年間は、この「国際協力体制調査」を、韓国と欧州の国々 ( ベルギー、フランス、ドイツ、イタリア、オランダ、
スペイン、英国）で行いました。
　今回のワークショップは、この調査の結果を共有するとともに、参加者のみなさんがご存知の文化遺産分野にお
ける国際協力に関する情報や体験、気づかれたことについて、自由に語っていただく試みです。このワークショッ
プを通して、文化遺産国際協力がどうあるべきか、日本に何ができるかをみなさんと考える良い機会にしたいと思
います。専門家以外の一般の方もぜひご参加ください。

諸外国における文化遺産保護の支援と協力を知る・語る

お問合せ
文化遺産国際協力コンソーシアム事務局
〒110-8713 東京都台東区上野公園 13-43
（独）国立文化財機構　東京文化財研究所内

Tel : 03-3823-4841　　Fax : 03-3823-4027
E-mail : consortium@tobunken.go.jp

会場
赤坂インターシティコンファレンス（401）
〒107-0052 東京都港区赤坂 1-8-1
赤坂インターシティ AIR　4階
銀座線・南北線「溜池山王駅」14番出口直結
千代田線・丸ノ内線「国会議事堂前駅」直結

ワールドカフェ方式のワークショップ

ファシリテーター

国別に７つのグループに分かれ、ファシリテーターの進行で参加者が自由に意見を出し合います。

●韓国　　・・・青木　繁夫（東京文化財研究所　名誉研究員）／考古学、考古遺産の保存。
●ベルギー・・・井内　千紗（国際短期大学　専任講師）／ベルギー（主にフランダース地域）の文化政策を研究。
●フランス・・・羽生　修二（東海大学　名誉教授）／建築史、フランスの建造物の保存修復。
●ドイツ　・・・海老澤　模奈人（東京工芸大学　教授）／ドイツ・オーストリア近代建築史。
●イタリア・・・松田　陽（東京大学大学院　准教授）／文化遺産研究、パブリックアーケオロジー。
●オランダ・・・藤岡　麻理子（横浜市立大学　特任助教）／文化遺産学。特に文化遺産保護の法制度・理念、アジアの都市保全。
●英国　　・・・岡村　勝行（大阪文化財研究所　東淀川調査事務所長）／考古学、考古遺産マネジメントの国際比較。

参加申込

調査の内容はコンソーシアムウェブサイト上の以下のページで公開しています。
平成 27 年度　国際協力体制調査（韓国）　https://www.jcic-heritage.jp/wp-content/uploads/2012/04/2015_korea.pdf
平成 28･29 年度　国際協力体制調査（欧州）    https://www.jcic-heritage.jp/page/research2018/

13:30~ 趣旨説明 16:00~ 報告･総括
ファシリテーターによる報告･総括

14:50~ 第 2ラウンド
グループを移動して意見交換

13:50~ 第 1ラウンド
グループに分かれて意見交換

7 月 19 日 ( 木 ) までに、コンソーシアムウェブサイトの申込フォーム、またはお電話（番号は左下）にてお申し込みください。
お申し込みの際に、ご希望のグループ ( 国名 ) をお伺いします。

http://www.jcic-heritage.jp/eventform/
※グループ分けに関しては、ご希望に添えない場合があります。
※お席に余裕がある場合は当日参加も受け付けております。 申込フォームQRコードはこちら⇒


